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山
日
胴
叫
学
相
は
、
字
削
尭
市
の
翌
仔
仁
山
崎
、
細
野
、

開
村
、
棚
山
野
村
存
通
学
一
似
一に
決
め
、
吉
祥
院
を
仮
絞

全
っ
と
し
て
、
山
崎
小
学
絞
亡
命
名
し
て
発
足
し
定
。

明
治
七
年
、
殿
村
旭
区
汀
称
院
の
洗
山
小
学
校
〈
野
中

小
学
恨
の
売
待
）
へ
分
離
し
疋
あ
と
、
明
治
九
年
に
巴
山

崎
村
役
場
の
場
所
に
・
納
税
λ

前
奄
建
要
し
、
「
文
理
小
学
綬
」

と
伊
祢
し
て
い
る
，．

こ
の
…
校
（告
は
摂
下
で
も
珍
し
い
建
築
で
、
眺
望
に
富

ん
だ
高
山
口
に
建
て
ら
h
．
特
じ
経
費
の
節
約
と
寒
暑
に
耐

え
る
E
め，

屋
場
↑
そ
茅
ぶ
き
に
し
、
中
山
を
三
層
C
し
て

・
、
二
院
を
教
室
、

三
階
を
厩
光
の
巴
的
で
設
置
し
と
刀
、

f
m査
請
！
可
る
L

J

き
は
．
さ
な
刀
ら
惜
の
よ
う
お
感
を

｛う
え
と
去
一一円
杓
門
、
当
時
の
写
雲
が
な
い
の
は
残
急
で
あ

る

ぷ

当
A
T
D
と
し
て
ほ
珍
奇
怠
形
で
あ
っ
疋
ら
し
い
。

明
治
二
十
二
百
止
モ
、
山
崎
新
刀
泊
え
ら
れ
、
さ
ら

に
給
付
地
区
庁
涜
hU
小
学
椛
か
ら
再
び
山
崎
に
讃
帰
し
だ
。

在
明
治
ご

1
E号
．
山
崎
第
一
簡
易
小
学
続
と
改
称
し
、

殿
村
地
区
に
山
崎
、第
二
簡
易
小
学
校
を
創
設
し
て
い
る
刀
、

現
右
四
十
三
年
に
至
っ
て
殿
村
を
震
校
し
、、
現
在
の
綬
庭

〈汀
ノ
ラ
ウ
ン
ド
）
に
較
さ
を
新
築
、
山
崎
尋
常
小
学
長
と

♂
時
し
↑心
。

大
正
斗
聞
に
人
っ
て
、
槻
山
、
羽
入
口
名
・
泊
分
岐
を
設

置
し
疋
刀
、
ご
計
一
も
近
年
過
疎
出
現
象
巴
よ
り
、
濁
分
授

と
も
軍
一
止
し
て
い
る
・

遺
柁
三
十
こ
年
三
現
一
松
高
ガ
新
一
染
さ
れ
乏
が

こ
の
続

中一口
は
日
一般九百よ
円
さ
人
一巳
高
台
上
に
建
て
ら
れ
．
山
麓
の

地
庇
予
防
み
仁
利
同
川
し
九
段
色
と
し
て
砲
に
損
例
を
見
芯

い
モ
ダ
ン
臼
様
式
を
健
一
え
て
い
て
、
里
田
町
、
な
学
槙
建
一
提
と

し
て
近
績
に
知
ら
杓
て
い
る
白

与
お
悩
利
回
土
h
一
年
に
は
、
ょ
う
や
〈
学
松
ブ
l
ん
も

建
設
さ
門
店

I
H

不日
w
出
け
日
青
山
に
は
J

戦
前
、
宗
山
県
混
会
議
長
と
し
て

県
政
に
活
躍
さ
れ
eC
E
恥
熊
月，

h

ハ｛女氏’
O
＼

水
野
治
吉
民
、
胡

日
明
の
…字
校
教
室
，
C
－
宇
一
を
捧
げ
ら
れ
と
山
白
書
氏
、

そ
れ
川
仁
文
部
省
歯
学
一
呂
刀
う
葉
大
（
臼
帝
大
〉
農
学
部
長

む
と
を
ほ
仕
し
ど
山
田
一
オ
仁
淀
屋
書
氏
、
町
の
林
政
事
業
の

一
振
聞
に
い「
し
と
一
民
口
一栄
一
戚
氏
以
ど
万
事
げ
ら
れ
る
。

現
役
め
万
々
の
中
に
は
、
父
子
二
代
に
わ
疋
っ
て
県
議

会
議
長
を
つ
と
の
ら
れ
だ
お
を
は
じ
め
と
し
て
、
実
業
界
、

土
建
業
国
代
篤
農
家
、
美
術
家
は
ど
、
県
内
外
に
お
い
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
万
々
も
お
’く
、
ま
だ
、ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
遠
く

た
お
山
て
治
問
巾
の
呂
・
い
人
も
同
湾
苧
，
し
と
は
で
き
な
い
。
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昭
和
六
十
年
を
め
ざ
し
て
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校
改
装

了。

ど

決

一
一
月
末
に
完
成
の
予
定

第
七
判
明
け
川
脱
会
附
川
会
は
、
卜

川
・
1

．． 

H
A山
則

．
U
と
し
て
川
台
さ
れ
ま
し
た
川

こ

〉
い

F
1
2
J
I
、
l
l
・－
－h
・正－
x
h
J4
’ζ。l
uけ

唱、
nv
附
附
“
H
／

r
y
十
H

H

川
崎
“
・
L
P
4
f
t
f〆
・

J
h
J
J

ー
刷
れ
川
パ
約
（
l
引汁
一川
れ
削
州
、
じ
川
の
り
川
）
の

品
山
川
以
び
、

・ー
が
消
れ
契
約
後
出
火
山
山イ
決
処
分

戸川
体
い
い
林
道
州
山
抑
川
ぷ
卜

L

が
〉
の
報
刊
が
め

り
、
閉
会
し
ま
し
た
サ

く 1 2が ＂ I の j汁川 m~ 村公開 ＞

287万 円

650万 円

448万円

本年度の事業

JiJ-川忠rr~·~閣 工事

赤 川 M：： 水路 工事

j （~ ~ 内 用地整備工事

当
地
減
は
自
然
に

恵
ま
れ
て
い
る
反
面

風
水
害
、

雪
響
、
海

出回
浸
食
な
ど
自
然
災
害
の
喪
闘
が
多
く
、

治
山
、
治
水
、
海
岸
保
全
の
披
本
的
対
策

を
講
ず
る

一
方
、
災
害
の
米
然
防
止
に
努

め
、
等
い
住
民
の
生
命
と
財
産
を
保
護
し

安
全
な
生
活
の
基
艇
を
築
く
乙
と
が
彊
要

で
す
。

こ
の
土
地
保
全
対
策
を

「
美
し
い
自
然

の
住
み
よ
い
農
村
」
の
基
本
施
策
と
す
る

と
と
も
に
、

生
活
環
境
の
条
件
集
備
を
は

か
る
本
事
業
を
推
し
進
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

本

事

業

に

か
け
る
目
標

生
活
環
境
の
条

件
焦
備
に
か
か
る

総
咲
業
貨
は
、
十

位
八
千
五
百
万
円
で
、

附
利
ぃ
ハ
十
年
に
は

全
事
業
が
完
成
の
，
L
Y
川
ん
で
す
ο

本
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、
集
泌
と
衛

隊
な
闘
係
を
も
っ
、
刈
川
一新
農
村
公
園、

赤
川
の
農
業
緋
水
路
、

．．
 

校
総
な
ど
の
川

地
税
備
l
一事
が
行
わ
れ
よ
寸
け

総

事

業

費

十
億
八
千
万
円

V
V
A
E
C
 

十
二
月
＋
一
日
か
ら
一
月
十
日
ま
で

～

動

げ

巡

μ仙
川

へ
i
仁

引
s

h

k

小

州

市

山

〔
し
ザ
八

川
定
に
人
り
い
上
い
よ
あ
わ
た
だ
し
く

な
り
ま
し
た
り

作
卜
本
年
仙
川
は
、
と
か
く
－X
泌
が
出
純
し

い
引
此
の
訴
発
が
心
配
可
れ
ふ
川
則
で
す
。

時
中
t
に
よ
る
交
川
川
崎
の
似
比
、
トA
ぜ
わ

し
さ
や
・
』
心
作
台
、
判
句
人
h
u仏

vh欣
州
の
機

人
以
も
多
く
な
り
K
L
J

－

くすよタ はま間るが 〈〉
にベハう イ 雪 置と 急し距 附なす雨 雨. 0 0 
悩りン。ヤ 道 道 く発よ厳れどベの の天止歩欽
if(を ，... とや で に進 う をの、り日 日銀 行酒
にお Jレ タ出 lま 危 や 。十 日感やは はで 者運
j世．乙や イ り タス険急 分よ条す、 車速の と転
•Iv~ すプ ・Y つ イノで ハ にり件く視 岡度遭 自の
し ζv ナい ヤ l す ン ともがて界 箪を伝 転絶
土と 1 1・た チ夕 刊 ド つ述虜伸； IJ' .藩マ 恵被
しが :y. l滋. :r.イ ノレ て度な 1と狭 を しナ 利
よさj 0) ンで lヤ 、 慎をり ~u く ＋ I 用
うい倣 どとは ンと 急 薫~ ~変厳な 分 〈〉 者
。U) 11：必 、を プ にとすがり に の
で は ずス レ運し。長、 事

つノ 1 転、 く路
と横 け l キ し琢な函 防

0 0 0 0 の小
郷 音 波 .各 成学朝

写 努俊 鍛 土 努優ft 優飯 努flll見 部果校日

法川算書 力秀努議。秀舞劇 力 秀警 ＝ ~露両 E
、賞賞賞 ・償資質 .’E ’E’E質 成表か俸

がi 舞 績しれ祭
~J t首： λ；j尺 踊 l菊五大 li南山 河 九舟 はま、は
の川 家 凶 保箇家 簡保崎 村 盟 見 次し日
棋校庄！主 校圧日i 庄 校校 正 のた頃十
線 下校校 ド校 校 校下下 宣伝婚、勇 と。の －
v ド下 ｜ご下 ’｜、 （〈〈 お 育月

五 山泊 り 年 十
箇崎） で 団 四
庄 ） す活日
） 。 動泊

(2) 

…
週
一
町
の
重
点

青
年
祭
開
く

総
合
優
勝
は
五
箇
庄
校
下



除
雪
道
路
は
川
キ

最
新
の
グ
レ
ー
ダ
ー
を
購
入

道
路
除
．
中
ー
の

あ

ら

ま

し

・・ M 2 5 6号 …・ 昭和 51年 12月 10日
月刊｛毎月 10日舞行） ……・……

冬
将
恨
の
到
来
を
拘
え
て
町
で
は
、
除

努
対
策
の
計
闘
を
ま
と
め
、
除
叫
の
た
め

の
惟
備
を
墜
え
ま
し
た
。

道
路
の
除
官
延
長
は
百
十
J
で
、
こ
と

し
は
特
に
厳
新
の
グ
レ
ー
ダ
ー

一
台
を
購

入
し
た
ほ
か
、
民
間
の
借
り
上
げ
除
雪
横

械
と
と
も
に
機
動
力
を
地
強
し
ま
し
た
。

除
雪
の
効
果
を
た
か
め
る
た
め
に
、
住

民
の
み
な
さ
ん
の
積
駆
的
な
と
協
刀
を
お

願
い
し
ま
す
。
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ロ

凶
道
は
建
設
m
H
m

…

・
副
総
持
出
張
所
、
県

道
は
入
替
土
木
事
務
所
、
町
埴
は
町
建
設

課
が
担
当
し
ま
す
が
、
ほ
回
初
教
備
中
の
区

域
の
一
部
は
、

市1
法
上
地
改
良
医
に
依
頼

し
て
爽
施
し
ま
す
。

実

施

機

関

は

除

密

実

施

労
組
路
の
交
通
震

泊
断
精
造
や
除
山
γ
J

出慣

路

線

は

械
の
能
h

刈
な
ど
に
よ

り
、
除
切
断
線
を
決
定
し
ま
す
。

除

雪

機

械

お
お
む
ね
十
五
セ

－
M
以
上
降
雪
が

の

出

動

は

あ
っ
た
と
き
、
早
朝

高
速
除
雪
し
ま
す
が
、
積
雪
が
多
く
な
り

筒
速
除
雪
不
能
と
な
う
た
と
き
は
、
民
間

除
好
槙
臓
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
ま
す
。

協
力
依
頼
事
項

略
上
に
自
動
車
を

除
勾一
が
不
完
全
に

駐
車
し
な
い
こ
と

な
る
ば
か
り
か
、
ド

カ
匂
が
降
っ
た
と
き
や
吹
雪
の
と
き
判
別

で
き
ず
、
除
雪
犠
と
の
衝
突
の
危
険
が
あ

り
ま
す
。

故
障
で
止
む
を
得
な
い
と
き
は
、
赤
旗

等
で
車
幅
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

除－
－
事
で
堆
積

除
Aγ
l
M
弔
に
よ
っ
て
一戸

し

た

寝

は

口
市
川
に
推惜慣
し
た
匂
は

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庇
で
川
地
問
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
機
械
除
勺
で
き
な
い
道
路
は

近
所
で
協
刈
し
あ
っ
て
除
叫
し
ま
し
ょ

R
J

。
側

溝

が

溢

水

除
富
市
の
緋
．
同
に
よ
つ

す
る
‘
合
は

て
側
溝
が
溢
水
す
る
恐
れ

の
あ
る
場
合
は
、
町
内
毎
に
事
前
に
対
策

を
た
て
て
く
だ
さ
い
。

流
冨
鴻
を
利
用

区
長
会
、
町
内
会
等

す
る
場
合
は

で
流
用
治
時
間
の
申
し
合

わ
せ
を
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
必
ず
厳

守
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
流
m
y
J
溝
の
利

用
後
は
、
フ
タ
を
き
ち
ん
と
閉
め
て
く
だ

さ
い
。

川
や
流
冨
鴻
に
川
や
流
雪
構
を
利
用

品
”
・
・
の
場
合
は
し
て
緋
吊
！
？
す
る
掲
合
は

溢
水
、
浸
水
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
近
所

共
同
し
て
、
上
・
下
流
の
附
係
者
と
協
議

の
う
え
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

積
雪
の
多
い
温
唱
合
は

除
m
h
取
の
除
山
T
J

速

度
が
お
ち
、
除
雪
行
怖
が
遅
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
ポ
願
い
ま
す
。

e

－－，、
．．
 
・：、
，，
・・．．． 
，、
．．
 
・・・
．．
 
，
 
．．．．． 
，
、．．
 

・2
．．
 

，・・
1

・’、
．．
 

こ
く
み
ん
年
金

保
険
料
の

納
め
忘
れ
に
注
怠

国
民
年
金
の
老
齢
剛
年
金
、
陣
織
川年
金、

母
子
年
金
な
ど
の
給
付
を
受
け
る
に
は
、

ま
ず
保
険
料
を
納
め
て
い
る
ζ

と
が
必
必

で
す
。

今
月
は
、

一
年
間
の
以
省
、
耐
強
制
刊
の
月

で
す
が
、
皆
さ
ん
の
同
民
年
金
保
険
料
は

納
ま
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
、
も
う

一
度

縫
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
い
て
、

二
年
経
過
し
ま
す
と

「
時
効

」
と
な
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
、
将
来
、
老
齢
町
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
ζ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
注
由
息
し
て
下
さ

、。
－V
 ま

た
、
納
め
る
ζ

と
が
凶
鍵
な
人
に

は
、
保
険
制
村
の

，免
除
制
度
」
も
あ
り
ま

す。
納
付
の
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
住

民
課
国
民
年
金
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

定
額
保
険
料
（

一
カ
月
）

一
、
四
ハ

δ
円

付
加
保
険
料
〈

一
カ
月）

四
ハ
×
U
門

(3) 

サ
ツ
キ
で
町
を
美
し
く

ー
東
京
の
土
井
さ
ん
か
ら
」

－

鉢
植
な
ど
寄
贈
し

町
を
美
し
い
サ
ツ
キ
の
花
で
飾
っ
て
く

だ
さ
い
と
、

ζ

の
ほ
ど
東
京
都
三
鷹
市
在

住
の
土
井
正
吉
さ
ん
（
日
本
サ
ツ
キ
協
会

多
摩
支
部
長
）
か
ら
鉢
縞
え
や
、
さ
し
木

の
サ
ツ
キ
が
、
朝
日
町
と
、
花
と
緑
の
銀

行
朝
日
支
店
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

土
井
さ
ん
は
、
上
市
町
出
身
で
、
朝
日

町
が
っ
つ
ぢ
を
町
花
に
指
定
し
て
い
る
こ

と
を
聞
か
れ
、

早
々
、
自
分
で
作
ら
れ
た

サ
ツ
キ
を
ト
ヲ
ッ
ク
で
運
ん
で
ζ

ら
れ
た

も
の
で
す
。

花
と
緑
の
銀
行
朝
臼
支
店
で
は
、
土
井

さ
ん
の
好
意
に
む
く
い
る
た
め
、
去
る
十

一
月
十
四
日
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

サ
ツ
キ
の
即
売
会
を
聞
き
ま
し
た
。
当
日

の
売
上
金
は
、

土
井
さ
ん
の
希
望
に
よ
り

社
会
福
祉
向
上
の
た
め
に
と
朝
日
町
善
意

銀
行
へ
預
託
し
ま
し
た
。

2 
5 
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①
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仙
名
さ
ん

見
事
附
似
に
人
れ

全
国
障
害
者
競
鐙
大
会

(4) 

へ
年
の
瀬

γ
今
年
も
い
よ
い

…

よ
院
以
後
の
月
が
き
ま
し
た
。

l
・
月

一

と
い
っ
て
も
、
こ
の
ご
ろ
は
説
話
や

一

講
談
に
山
て
く
る
よ
う
な
緊
迫
隠
は

一

少
必
く
な
り
ま
し
た
。
町
の
肉
店
街

一

で
は
も
弓

〆ン
グ
ル

ベ
ル
が
則
っ
て

一

山
崎
ボ
附
似
た
け
な
わ
と
い
っ
た
と
こ

…

ろ
で
す
。

一

し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も、

．

一

作
の
し
め
く
く
り
と
新
し
い
年
を
必

…

え
る

m仰
を
ム
パ
め
て
、
な
ん
と
な
く

一

い
そ
が
し
い
川
で
す
叶
よ
い
年
を
迎

一

え
る
た
め
、
・
採
取
み
ん
な
で
が
ん
は

一

り
ま
し
ょ
う
。

一
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1
4

t

t

〈
叶
，
・
・

r
μ
H
a

削
川
山
・
た
r
y

一
保
育
所
の

州に

山

口

で

一

人
所
申
込
み

閉
ま

町

附

和
冗
十
一．作
例
月
入
所
の
川
出
向

品
川
へ
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

九
の
で
、
お
子
さ
ま
の
入
所
希
沼
さ
れ

一
る
均
は
、
十
一
．
月
十
四
日
か
ら
．

一卜

一
四
日
ま
で
の
聞
に
疋
く
の
保
育
所
へ

一
巾
し
込
ん
で
下
さ
い
。

…
巾
込
忠
商
は
符
保
高
円
所
に
あ
り
亥
す

叫
が
、
給
与
所
得
者
の
万
は
、
問
卯
一
九

｝
十
一
年
分
の
給
与
所
得
の
源
印
刷
徴
収

九
州
市
を
．
．
 

月－
－－
円
ま
で
に
拠
出
し
て
い

h

た
だ
く
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
河
川
し
い
こ
と
は
、
外
保
育
所
父
は

古
住
民
課
鰯
他
係

〈曾
：・

’
一
一

η円

九
内
線
・

：
・
・
）
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

…開…
”は
月
日
日
か
ら
受
付

早
目
に

出
し
ま
し
ょ
う

年
氷
に
は
、
平
常
の
約
問
的
む
の
郎
似

物
が
ぶ
し
山
さ
れ
ま
す
。
郷
便
局
で
は
、

民
総
を
ざ
け
る
た
め
揃
セ
取
備
を
し
て

い
ま
す
が
、
次
の
ζ

と
に
ご
協
h
川
願
い
ま

す
。

。
年
白
状
は
十
一
．

n
l・
九
け
か
ら
受
付
け

し
ま
す
。
£
円
に
先
じ
り
に
印
刷
く
よ
う

M

め
に
〈
十
一
．
月
・
・
十
H
凶
ま
で
）
山
し

て
く
だ
さ
い
。

〈V
せ
っ
か
く
の
作
的
状
を
巡
子
に
し
て
は

寸
盟
い
そ
う
で
す
ω

あ
て
onは

「
は
っ

き

η
、
．
陀
舵
に
し
省
い
て
く
だ
さ
い
0

0
年
闘
状
は
、
「
一引
川
以
内
、
協
山
以
内

川
町
外
」
と
省
い
た
紙
け
を
し
し
に
し
．
た

ぱ
ね
て
慾
M
へ
川
し
て
く
だ
さ
い
。

。
年
内
に
配
達
し
た
い
小
包
は
、
十
－
－
川

十
五
日
ま
で
に
足
し
出
し
て
く
だ
さ
い

ま
た
、
包
装
は
述
山
・
で
俄
れ
な
い
よ
う

し
っ
か
り
と
包
装
し
て
く
だ
さ
い
。

。
郵
便
舗
の
な
い
市

pm所
や
店
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、

シ
ャ

ッ
タ
ー
、
人
口
の
戸

な
ど
を
聞
け
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い。
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一
侃
社
功
労
者
去
彩

朝
日
町
福
祉
大
会

〈V
町
長
・

・
窓
銀
行
頭
取
表
彰

間
川
ツ
ペ
次
／
中
ル
き
ょ
／
八
日
会

〈ト
作
以
上
出
航
し
て
必
怠
飢
行
へ
預

託
さ
れ
た
も
の
〉

。
町
長
感
謝
状

以
本
他
附
／
H
N
m
必
允
／
点

と

め

／

小
隊
長
勿
然
／
仙
名
敏

f

（氷
年
勤
続
凶
作

・
山
川
引
会
札
）

m・
・十
凶
朝
日
町
制
批
ト入
会
は
、
1

月
五
日
勤
労
百
少
作
体
向
セ
ン
タ
ー
で
聞

か
れ
、
副
社
事
業
に
山
川
紛
の
あ
っ
た
刈
々

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

i朝；
i日i
i町i
I ~背 ；
i防i
i団i
i員i
i表 i
i彰i

去
る
十
一
月
七
日
朝
日
町
消
防
団
秋
季

演
習
が
聞
か
れ
、
業
務
訓
練
、
小
型
ポ
ン

プ
録
法
の
あ
と
、
長
年
、
消
防
業
務
に
幼

縞
の
あ
っ
た
団
員
と
、
消
防
協
力
者
の
表

彩
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

優
良
消
防
団
員
表
彰

箇
富
山
県
知
盲
’
表
彰
値幅

長
津
高
率
祉
制

民
間
政
行

刷
．
則
火

以
U

弘

付け

宗

供

ぃ
川
後
進

し
仁
川
れ
利
縦

小
林
忠
枕
正

水
仏
両
M
J
W

滋
団
長
表
彰
醤

水
野
敏
男

都
榔
野
間
経

阿
村
長
則

新
川

mw

折
作
．
己

小
谷
庄
．
．
 

（第

一
分
間

（
第
一
分
間

（
第
二
分
間

（第
．． 
分
川

（第
三
分
川

（第
一ム
分
川

（筑
間
分
間

（柳
川．
h
分
川

（
筑
六
分
川

（
m
．
分
間

（初
三
分
川

（
m．
一分
間

（
第
四
分
間

（

m・h
分
川

（
第
六
分
川

園田
退
団
者
慮
鋤
状
回開

ル爪
野
作
総
（
．．
 

ル
第
一
分
川

M
M
介
忠
犬
（
・一ん
前
．．． 
分
間

ト
．
ル
繁
k

円（・・ル

mT．分
川

．h
．抑
安
雄

〈．．
 

b
引
一．
分
川

下
川
作
．
（
．．
 

ん

m．．． 
分
川

信

山

正

（刈
筑
間
分
川

上
杉
俊
大
（
．．
 

ん
一
刻
パ
分
川

折
谷
俊
・
砂
（
．．
 

止
の
パ
分
間

闘
員
）

凶
同
）

班
長
）

団
凸
）

団
員
）

同
僚
）

川

U）
間
同
）

間
負
〉

団
員
）

同
員
）

問
員
〉

間
負
〉

川
員
）

部
長
）

分
間
H
M）

班
長
）

団
白
）

川
は
）

凶

U）

脱
U
K）

川
付
）

消
防
協
力
者
表
彰

浜
岡
商
店
朝
日
鎗
泊
所
従
・
署
員

一
同

平
柳
交
差
点
の
交
通
事
紋
で
、
被
何

者
の
被
服
に
火
が
つ
い
て
い
る
の
を

発
見
、
直
ち
に
消
火
器
な
ど
を
使
っ

て
火
を
消
す
と
と
も
に
、

一一

九
番

へ
通
報
さ
れ
た
。

柳
沢
志
津
代
さ
ん

（
市
保
小
一セ
年
生
）

近
所
で
、
物
使
か
ら
火
が
川
て
い
る

の
を
売
見
し
、
近
く
の
人
に
急
報
、

火
の
発
見
が
mrか
っ
た
の
で
大
事
に

を
ら
な
か
っ
た
。

い
年
末
終
成
・
出
初
式

れ
サ
イ
レ
ン
を
吹
川
町

N

－…
年
末
聾
戒

～
〉
吹

山

川

日

時

九

十．

一パ
一一
十
八

H
t
・－
・1
一
日

午
前
じ
時
、
午
後
九
時
の
二
例

山
マ
吹
附
刈
法

前
智
招
集
わ
い
け

十
五
秒
ム
ハ
秒
（
休
）
十
五
砂
山

六
秒
（
休
）

lμ
秒

イ
マ
吹
山
川
区
域

朝
日
町
全
域

一
出

初

式

の

・
州
川
一問
問
川
町

m
v

川町内
S
ド
昨
H
U
NH
UE’H
同

山
サ
イ
レ
ン

l
hハ
H
行
わ
れ
ま
ず
い

．
が
、
午
前
七
時
に
朝
日
町
全
域
に
わ
ゾ

へ
た
り
前
例
脳
集
万
怯
の
．
山
町
領
に
よ
り
げ

～
サ
イ
レ
ン
を
吹
仰
し
ま
す
υ

ま
た
、
山
初
式
に
は
山
中
央
農
協
会
H

V

館
仰
に
お
い
て
、
第
附
分
間
に
よ
る
H

J

限
欣
ぷ
が
行
わ
れ
ま
す
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
の

取
扱
い
に
注
意

(6) 

師
走
に
入
り
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
で
は

合
理
的
な
暖
房
総
貝
と
し
て
石
油
ス
ト
l

プ
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ち
ょ

っ
と
し
た
不
注
滋
や
正
し
い
取
り
段
い
を

知
ら
な
か
っ
た
た
め
、
火
災
寸
前
の
事
放

が
よ
く
お
き
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
さ
れ
、
安
全
な
使
い

じ
M
で
、
怒
さ
を
し
の
ぎ
ま
し
ょ
う
。

。
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
使
い
方

〈〉使
う
uMに
州
も
れ
、
州
か
す
を
ふ
き
と

り
、
点
検
を
忘
れ
な
い
乙
と

。
燃
料
は
れ
灯
加
を
使
い
、
住
州
は
必
ず

火
を
刑
し
て
か
ら
す
る
乙
と

。
ふ
す
ま
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
燃
え
や
す
い

物
の
そ
ば
で
使
わ
な
い
ζ

と

〈V
洗
た
く
物
な
ど
は
、
ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば

に
つ
る
さ
な
い
こ
と

八〉
一
れ
州
ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば
を
縦
れ
る
と
き

は
、
火
を
消
す
こ
と

A
V
山
人
口
や
人
の
よ
く
通
る
場
明
に
は
置

か
な
い
ζ
と

訂

正

と

お

わ

び

ト

一
月
り
1
第
十
五
向
町
民
体
育
大
会
」

の
記
併
に

一
部
ぶ
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で

次
の
よ
う
に
訂
正
し
ま
す
。

見
出
し
山
中

「南
部
訴
は
伯

一一
弘
」
を
「

本
材
料
は
泊
二
灰
」
に
、
成
制
中

「
南
部

亦
〈
．
、

h

ハハ×
U
M継
走
〉
①
泊

一
区」

を

「
木
村
紙

一
、
山
ハ
ハ

δ
M総
定
①
泊
二

区
」
に
、
総
合
成
繊
中

「①
大
家
圧
＠
泊

一－一区
①
泊
・
．
区
」
を
「
①
ト
〈
家
庄
＠
泊
二

区
①
泊
三
氏
」
に
そ
れ
ぞ
れ
訂
正
し
、
こ

こ
に
お
わ
び
し
ま
す
。
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鶴
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＝
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